
令和６年度道南地域おこし研修会

日付：９月30日(月)13:30～17:00

会場：厚沢部町山村開発センター

北海道檜山振興局地域政策課



令和６年度道南地域おこし研修会 開催内容

主 旨：道南の地域おこし協力隊の更なる定着に向けて、任期終了後を見据えたキャリアプラン設計に

関する講義、協力隊と自治体との関係構築に関する講義、メンタリングの「実践×対談」を実施。

日 時：令和６年９月30日（月）13：30～17:00

会 場：厚沢部町山村開発センター 集会室（檜山郡厚沢部町新町207）

参加者：約10名

・地域おこし協力隊員

・自治体職員

・地域づくり等に携わる方

内 容：１ 講演

・起業を見据えた協力隊活動について

・地域が協力隊を応援する仕組みについて ～北海道厚真町の事例から～

２ メンタリングの「実践×対談」



令和６年度道南地域おこし研修会 講師について

主な業務は、個人や少人数のチーム、組織を対象にしたコーチング、チーム

ビルディング、組織運営です。創業やプロジェクト運営のサポートも行います。

まずは、最も大事にしたいことを整理して何をやるのか・なぜやるのか・ど

のようにやるのかを決定し実践していく、そのプロセスのすべてに伴走します。

実施する主役は、あくまであなた自身。

エンカレッジは、会議や面談などを通じてビジョンに向けて意思決定してい

ける、エネルギーあふれる個人や組織を共に目指します。

（HP：https://encourager.jp/より引用）
エンカレッジ（株）

花屋 雅貴

（株）ソダツクル

山本 賢治

～事業紹介～

①地域資源の活用事業（プロダクトやサービスの開発販売など）

②企画開発事業（イベント企画、伴走事業など）

③人材育成・能力開発などの教育事業（木育の推進など）

④ソーシャルデザイン事業（コミュニティや場づくりなど）

「ツクルことは育てること。人を育てる。地域を育てる。社会を育てる。」

ソダツクルはソダテル（育てる）とツクル（作る、造る、創る）の造語です。

（HP：https://kenchanyamaken.myportfolio.com/homeより引用）

https://encourager.jp/
https://kenchanyamaken.myportfolio.com/home


地域が協力隊を応援する仕組みについて起業を見据えた協力隊活動について

令和６年度道南地域おこし研修会 講演の概要

◎厚真町の事例～ローカルベンチャー事業（LV事業）～

エーゼロ厚真社でLV事業の統括として関わってきた花屋講師から、

「地域で挑戦する人」を育てる、応援する仕組みの事例を学習。

・情報発信事業 ・関係人口創出事業

・基盤整備事業 ・LVS運営事業

◎ローカルベンチャー事業の考え方・取り組み方

LV事業の考え方や取り組みについて学習。

・都会⇔ローカル どのような資本から事業に転化するか

①社会資本：都会＞ローカル

②自然資本：都会＜ローカル

③関係資本：都会＜ローカル

・「起業家」としての「時間」と「お金」の投資への考え方

◎ローカルベンチャー事業のコンセプト

LV事業は想いのある人を地域に入れることで、結果的に何かが

起こり、連鎖する「創発的な事業」であることを学習。

◎官民連携の必要性について

長い時間軸で考えられる行政と、ノウハウのある民間の連携の

必要性を学習。

◎協力隊任期中の３年の過ごし方

３年後に自立（就職、転職、起業）する為の過ごし方を学習。

・任期終了までのスケジュール（イメージと講師の実例）

・講師が実践したコト

①とにかく、地域を歩く。 ②とにかく、話す、聞く。

③とにかく、調べる。 ④とにかく、整理する。

◎事業づくりにあたって

準備に最低限必要なモノを学習。

・事業づくりに必要な言語化 ・壁打ちできる存在

・お金の知識（予算、税金等） ・勢いと覚悟

◎道南地域おこし協力隊ネットワークについて

道南地域おこし協力隊ネットワークの活動について紹介。

・協力隊の活動伴走支援

・イベント企画、運営事業

◎さいごに

講師からの受講者へのメッセージ。

・時間は有限で平等

・定住について考えること



令和６年度道南地域おこし研修会
メンタリングの「実践×対談」概要

◎花屋講師による山本講師へのメンタリングの「実践×対談」

・山本講師の事業等に関する話をその場で聞きながら、マインドマップを作成し、（株）ソダツクルに関する

現状や課題の抽出、今後の展望について深掘りを実施。

・即興でのマインドマップの作成は、誰にでも出来ることはないが、事業づくりに言語化が重要であること、

深掘りするための相手（山本講師の講義での壁打ちできる存在）が重要であることを学習。


